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We examined the properties of 45 variable stars in the Trapezium cluster, which we identified from J, H and 
Ks band near-infrared imaging with the 1.4 m IRSF telescope carried out at three epochs, 2000, 2005, and 2014. 
Their positions in the color-magnitude diagram and the two-color diagram show that they are young stellar 
objects. The variability over 2000 to 2014 of the majority of them (36/45) are found to be classified into two 
patterns. One group became brighter and bluer while the other became fainter and redder. Stars with larger 
brightness change showed larger color change with the time scale of 〜10 years. The distribution of slope angles 
in the J vs J-H diagrams of 2014 is similar to that of 2005 showing the bimodal feature consistent with previous 
work. Comparison of the slope angles with that of interstellar extinction suggests that the origin of variation of 
about two-thirds of the 45 variables is the change in the column density of material similar to that responsible for 
the interstellar extinction. The light variation of the remaining variables may be due to the change in accretion 
and circumstellar disk activity. 

























IRSF-1.4m を使用し 2000/11/27, 2005/12/26, 2014/3/30 の
３エポックで観測を行った。観測装置は 2000 年の観測で
は近赤外同時 3 バンド撮像カメラ SIRIUS（0.''45 / pixel、fov 
7.'7×7.'7）（Nagayama et al。2003）を、 2005 年および 2014




















2000 年の位置を基準として 2014 年の位置との差が 1.″3
以内の 315 星を同じ星として同定し今後の解析に用いる
（図２）。J,H,Ks のどれかのバンドで 2000 年と 2014 年の









	 図２	 解析に用いた 315 個の星（小丸印）の空間分布。
中丸印は 46 個の変光星である。大丸印は Carpenter et al. 








二色図上の黒丸付実線は Koornneef (1983)	 による主系







色 −等級図の黒丸は Star, Brown Dwarf and Planet 
Simulator による、480pc の距離にある 0.08Ms~1.4Ms の星 
 
 
図３	 二色図（上）と色－等級図（下）（2000 年） 
の 1Myr の isochrone である。また破線は AV=10mag に対応















図４	 2000à2014 の変光の３パターン ABC 
	
 この変光パターンを定量的にみるために、J,H,Ks バンド
での Δm(2000-2014)の平均値 Δm を求めた（式(３)）。	
	
	 	 	  
 












次に 2005 年のデータも加えて Δm	vs	β	 図を描いたの
が図６である。図６では同じ星のデータがベクトルでつな
がれている。ベクトルの始点が 2000 から 2005 にかけての













図６	 図５に 2005 年のデータを加えた図。ベクトルの始






結果を図７に示す。傾斜角θの分布は 2014 年も 2015 年も
よく似ている。J	vs	J-H 図では、大部分である 35/29 星
(2014/2005)は30°＜θJH＜90°（Rice	et	al.	2015の’ dust	
reddening’の範囲）、7/12 星は-90°＜θ JH＜ -40°
(’accretion	&	disk	activity’の範囲)、3/4 星のみ-40°
＜θJH＜30°である。この２つのピークを持つ分布は J-H 
vs H-Ks 図にも見られ、Carpenter	et	al.(2001)や Rice	et	
al.(2015)の傾向と一致している。	
次に傾きθJH を星間減光の赤化ベクトルの傾きθJH(C)























南アフリカの IRSF 望遠鏡を用いて、近赤外 JHKs の３
バンドでオリオントラペジウムクラスター中心部の撮像
観測を行った。 観測は、2000, 2005, 2014 年という約 13
年の長期にわたる３エポックで行った。その結果、Ks が















J-H vs H-Ks 図および J vs J-H 図で傾斜角θを導出した。
2014 年の J-H vs H-Ks 図および J vs J-H 図における傾斜角
θの分布は、2005 年のものと類似しており、先行研究と一
致する二つのピークを持つ分布となっている。 J vs J - H
図のθ JH が負の値をもつものは、Rice et al. (2015)で
は’accretion	&	disk	activity’と分類されている。Cohen 
et al. (1981) は星間吸収による J vs J - H 図の傾き角θJH
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